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1． 自然を大切にし、美しいまちをつくりましょう。

1 ． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょ

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1 ．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。
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紹
介
し
ま
す
。

算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
第
二
次
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
積
極
型

○
○
万
円
、
総
額

前
年
比
で
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
た
今
年
度
予
算

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
平
成
七
年
度
の
予
算
の
内
容
に
つ
い
て

＝＝

月
に
開
か
れ
た
議
会
で
、
｜
般
会
計
予
算
一
一

二二

例
八
五
億
五
千
四
九
四
万
円
の
平
成
七
年
度
予

二

二

呈言

'三三
＝＝＝＝三

ー

認額綴 二
億
七
千
一

Ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 85億5千494万円Ⅲ

議灘
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一

’県
北
臨
海
都
市
圏
の
北
部
拠
点
都
市

を
め
ざ
し
て
平
成
三
年
に
策
定
さ
れ
た

第
二
次
基
本
計
画
は
、
今
年
で
五
年
目

を
迎
え
、
総
仕
上
げ
の
年
を
迎
え
ま
し

た
。
二
一
世
紀
に
向
け
た
市
の
都
市
像
で

あ
る
「
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・
文

化
都
市
」
の
実
現
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
な
予
算
配
分
を
行
い

前
年
比
で
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

率
と
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
「
土
地
利
用
と
水
資
源

の
確
保
」
、
「
都
市
発
展
の
基
盤
づ
く

り
」
、
「
人
間
優
先
の
生
活
環
境
づ
く

り
」
、
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
、
「
健
康

で
や
す
ら
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
」
、

「
活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
出
す

産
業
づ
く
り
」
と
い
う
同
計
画
の
六
つ

の
柱
の
目
標
に
沿
っ
て
、
各
種
の
施
策

第
二
次
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ

高
萩
市
新
総
合
計
画
の

施
策
の
大
綱

’本
市
は
海
や
山
、
温
泉
な
ど
の
自
然

資
源
の
ほ
か
、
歴
史
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
高
萩
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
に
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
高
萩
に
し

か
な
い
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
高
萩

ら
し
い
豊
か
で
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
ふ
る
さ
と
づ
く
り

事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
松
岡
地
区
環

境
整
備
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、
今
年
度
か
ら
は
緑
の
み
ち
景

観
整
備
事
業
（
肥
前
町
・
東
本
町
地
区
）

や
み
ち
な
み
整
備
事
業
（
上
手
綱
川
側

地
区
）
に
取
り
組
み
、
う
る
お
い
と
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
景
観
の
創
出
と
快
適
な

生
活
空
間
の
創
造
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

を
進
め
て
い
き
ま
す
（

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
を

｜
）

進
め
ま
す

皇蕊

一
昨
年
の
関
根
川
な
ど
の
氾
淵
に
引

き
続
き
、
昨
年
は
市
街
地
で
も
家
屋
が

水
に
つ
か
る
な
ど
近
年
は
た
び
重
な
る

水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
市
街
地
の
排
水
の

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
、
抜
本
的
な
対

策
の
た
め
の
指
標
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
関
根
前
川
の
氾
濫
の
原
因
と
な

っ
た
川
側
橋
に
つ
い
て
は
、
架
け
替
え

を
含
め
、
周
辺
の
環
境
整
備
も
行
っ
て

い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
害
に
と
ど
ま
ら
ず
先
般

の
阪
神
淡
路
大
震
災
に
み
る
地
震
の
教

訓
も
踏
ま
え
て
、
広
く
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
防
災
計
画

の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
有
事

の
際
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
、
防

災
無
線
の
充
実
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す 蕊

’
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

蕊 ：今年度も引き続きふるさとづくり事業と

して進められる松岡地区環境整備事業 2



会計別の予算予算総額の推移
月
月

伸び率

7．4％

11．2％

5．8％

8．5％

78．4％

△5．0％

11．9％

△52.3％

予 算額

■一般会計 1 22億7千1 00万円

■特別会計 50億7千1 90万円

口国民健康保険事業 20億1千860万円

口老人保健事業 26億 730万円

口町西側土地区画整理事業 4億4=F600万円

■企業会計 1 2億1千204万円

口水道事業 1 0億5千1 90万円

口工業用水道事業 1億6千 1 4万円

1

139億90万円平成3年度

」

154億9千800万円
ーr

4年度

5年度 169億5千386万円’

一壼雨.…，マー， ﾏ.， ，ー” ‐ 1

172億5千806万円’

185億5千494万円’
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了

200億

7年度

0

1 85億5千494万円 7．5％

＊予算額は、千円以下を四捨五入

計
《
ロ

150億100億

… ー′

市民のみなさんの生活に密着した事業を進めます

市
の
行
う
仕
事
は
、
す
べ
て
予
算
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
予

算
は
、
市
に
入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
、

使
わ
れ
る
お
金
を
歳
出
と
し
て
経
理
し

ま
す
。
市
の
会
計
に
は
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ
が
あ
り

市
の
予
算

歳
入
ｌ
自
主
財
源
を
確
保

ま
す
。歳

入
に
は
、
ま
ず
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
市
税
が
あ
り
ま
す
。
市

税
に
は
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
、
五
ペ
ー
ジ
の

図
の
よ
う
に
歳
入
総
額
の
三
六
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
一
番
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
歳
入
に
は
、
各
基
金
か
ら

の
繰
入
金
、
諸
収
入
や
財
産
収
入
、
使

用
料
・
手
数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市

が
独
自
で
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
れ

ら
の
お
金
の
こ
と
を
自
主
財
源
と
い
い

ま
す
。
今
年
度
予
算
で
は
、
前
年
に
比

べ
一
億
二
千
万
円
の
税
収
増
を
見
込
み
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
と
は
反
対
に
、
国

や
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
依
存
財
源

と
い
い
ま
す
。
今
年
度
予
算
で
は
、
地

方
交
付
税
が
二
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
も

三
つ
の
会
計

｜
般
会
計

予
算
の
概
要

●
《

の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
次
い
で
国
・
県
支
出
金
、
市
債
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
は
、
大
規

模
な
建
設
事
業
を
計
画
す
る
と
き
な
ど

に
、
市
が
行
う
借
金
の
こ
と
で
す
。
今

年
度
は
、
東
小
学
校
の
建
設
、
そ
し
て
松

岡
地
区
環
境
幣
備
事
業
を
は
じ
め
と
し

た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
な
ど
を
進
め

る
た
め
、
後
で
交
付
税
と
し
て
措
置
さ

れ
る
優
良
な
市
債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
二

つ
の
財
源
を
合
わ
せ
た
総
額
一
二
二
億

七
千
一
○
○
万
円
が
今
年
度
の
一
般
会

計
予
算
の
歳
入
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

’歳
出
ｌ
菫
点
的
、
効
果
的
な
配
分

歳
入
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
予
算
を
配

分
し
、
い
か
に
有
効
に
使
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

財
源
で
す
の
で
、
重
点
的
に
、
そ
し
て

効
果
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

特
に
今
年
度
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
第
二
次
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
六
つ
の
柱
と
な

っ
て
い
る
重
点
施
策
に
基
づ
い
て
、
数

多
く
の
事
業
を
取
り
入
れ
た
予
算
配
分

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
歳
出
の
内
訳
で
は
、

四
ペ
ー
ジ
の
図
に
よ
う
に
土
木
費
が
初

め
て
三
○
億
円
を
超
え
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
の
推
進
や
都

市
発
展
の
基
盤
整
備
に
関
わ
る
経
費
に

厚
み
を
加
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

ー'

特
定
の
事
業
に
よ
る
収
入
を
特
定
の

支
出
に
充
て
る
場
合
に
設
け
て
い
る
会

計
で
す
。

今
年
度
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は

医
療
費
の
伸
び
に
よ
り
、
ま
た
老
人
保

健
事
業
で
は
受
給
者
の
増
加
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
前
年
比
で
五
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
西
側
土
地
区

画
整
理
事
業
で
は
、
事
業
の
最
終
段
階

に
入
っ
て
事
業
量
が
増
え
た
た
め
七

八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

市
が
行
う
事
業
の
中
で
、
企
業
的
な

性
格
を
持
つ
事
業
に
設
け
て
い
る
会
計

で
す
。水
道
事
業
で
は
、
引
き
続
き
第
一
次

拡
張
事
業
と
し
て
配
水
管
布
設
工
事
な

ど
を
進
め
る
た
め
、
前
年
比
で
一
一
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
工
業
用
水
道
事
業
で
は
、
前

年
度
の
沈
澱
池
増
設
工
事
が
な
く
な
っ

た
た
め
前
年
比
で
五
二
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

●
《
】●

●
●
《
‐

3

‐
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義出の内訳 l)…122億7千100万円

一一

く消防費.議会費．
、愈商工費など

費暇億5千433万円
2万円;'03%
β･6% 、、
實へ 、 ‐=毒

遜篇

土木費 、

30億3千595万円

24．7％

/衛生

8億67

儂林水産業

鴬彗 紅
7教育費

18億5千216万円

盛
15． 1％

Ww 民生費

、〆

|都市発展の基盤づくり 土地利用と水資源の確保２
｜
道
路

1
六
つ
の
重
点
施
策
と
主
な
事
業

合
理
的
で
自
然
環
境
を
生
か
し
た
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
Ｉ

「
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
・

文
化
都
市
」
と
い
う
ま
ち
の
将
来

像
の
実
現
の
た
め
に
は
、
都
市
の

基
盤
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
特
に

高
速
交
通
時
代
を
迎
え
て
、
人
や

物
、
情
報
が
自
由
に
行
き
来
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
快
適
な
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
国
・
県

道
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

都
市
計
画
道
路
や
市
道
な
ど
生
活

関
連
道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 快

適
な
居
住
環
境
と
生
産
活
動

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
近

年
の
都
市
化
の
進
展
や
開
発
の
動

向
に
的
確
に
対
応
し
た
合
理
的
で

適
切
な
土
地
利
用
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
都
市
計
画
用
途
地

域
の
住
居
地
域
に
つ
い
て
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
市
街
地
に

お
け
る
火
災
の
危
険
を
防
除
す
る

た
め
、
商
業
地
域
及
び
近
隣
商
業

地
域
に
つ
い
て
、
準
防
火
地
域
と

し
て
の
指
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
域
の
八
五
パ
ー
セ
ン

や
河
川
の
整
備
を
進
め
ま
す
１

（
）

を
確
保
す
る
た
め
の
補
助
を
行
い

ま
た

対
応
で

は
じ
め

計
画
を

川
の
指
山
間

て
は
、

行
を
行

め
て
い

路
線
に

ま
す
。

卜
を
占
め
る
川
間
地
域
に
つ
い
て

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
持
つ
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
土
地
利
用

を
図
り
、
多
く
の
人
々
が
気
軽
に

自
然
や
文
化
に
親
し
む
こ
と
の
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い

上
水
道
や
産
業
の
発
展
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
工
業
用
水
道
の
安

定
的
な
確
保
を
図
る
た
め
、
小
山

ダ
ム
建
設
事
業
の
促
進
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

定
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
バ
ス
路
線
に
つ
い

引
き
続
き
代
替
バ
ス
の
運

い
住
民
の
足
の
確
保
に
努

き
ま
す
が
、
新
た
に
赤
字

対
し
て
も
地
方
バ
ス
路
線

策 今
年
度
は

き
る
よ
う
谷
川
の
改
修
を

玉
川
に
つ
い
て
も
改
修

定
し
、
新
た
に
準
用
河

水
害
に
十
分

斗詮な事業． 主な事業．
日立･高萩･十王広域下水道組合負担金 5億5千617万円

道路改良事業（17路線） 5億6千590万円

道路舗装･補修事業（12路線） 4千757万円

側溝排水路整備事業（8路線） 4千398万円

橋梁整備事業（3路線） ・ ・調査及び設計委託 785万円

交通安全施設整備事業（5路線） 1億2千596万円

河川改修事業 7千395万円

都市計画街路整備事業 5千100万円

都市下水路整備事業 4千982万円

高萩･北茨城広域工業用水道企業団補助金及び貸付金

2千817万円

高萩丘陵｡北茨城新都市整備事業費負担金 375万円

横川地区活性化計画調査委託経費 744万円

都市計画用途地域見直し経費 487万円

準防火地域指定調査経費 290万円

山間地域振興協議会補助金 100万円

●
●
色口●

ml
■I



地方贈与税 3億2千620万円

自動車取得税交付金 1億2千315万円

利子割交付金 1億1千579万円

ゴルフ場利用税交付金 5千675万円

特別地方消費税交付金121万円

交通安全対策特別交付金 796万円

［計6億3千106万円 5． 1％］

〈
内
訳
〉

商店街グレード

アッブ事業で整

備された本町通

りの街灯

与般会計歳久
．...－も ､

蕊』
イ 市税の内訳＊（ ）は構成比率

~、 口市民税
､ 19億8千343万円(44｡5%)

1口驚難万円(蝿9鈴，
千45万円IP零瀞(0.7%)

F陰 …
36.3％

1口都市計画税
リ 3億96万円（6.8％）
＃ 〃

懲 市債

市税12億7千180万円

蕊 鴬蕊
｛
》

認 ゞ
《
露
摩
詮
墨
啄
譲

蕊蕊蕊駕 ・
幕

綴
蕊

#守 卜

拶電
；

典 擬

龍揃灘鱈…"
分担金･負担金 1億6千803万円
財産収入 4千912万円
寄附金 1万円
繰越金 2億円
諸収入 2億6千826万円
［計9億1千317万円 7．4％］

礎28億8千,00万円 I
、

’

餌
琴

#
〈
内
訳
〉露

高萩まつりは、 まちの活

‘
ー

5億5千593万円

4．5％

化に大いに役立っています 「

’
急

｢一アーデ

|人間
L一一一－
優先の生活環境づくし心豊かな人づくり ノ ３

｜
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
を
進
め
ま
す
，

恋
東
小
学
校
の
校
舎
を
改
築
し
ま
す
‐

人
口

た
め
に

な
生
活

づ
く
り
そ
の

理
事
業

成
な
ど

進
め
る

建
て
替

ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
生
き

が
い
に
満
ち
た
生
橘
を
送
る
た
め

に
は
、
生
涯
を
通
じ
て
学
習
す
る

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
生
涯
学
習
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
を
す
す

め
な
が
ら
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
多
様
な
学
習
活
動
を
積
極
的
に

応
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
図

耆
館
や
文
化
会
館
な
ど
の
施
設
の

整
備
と
充
実
に
努
め
、
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
学

業
を
推

新
た
に

’
三
Ｅ

弓
遙
さ
揖
祁

環
境
づ

要
か
つ
匂

や
障
害
者
の
生
活
し
や
す
い
居
住

五
万
人
都
市
を
実
現
す
る

は
、
市
民
が
豊
か
で
快
適

を
送
れ
る
よ
う
な
住
ま
い

が
必
要
で
す
。

た
め
、
引
き
続
き
区
画
整

や
上
手
綱
住
宅
団
地
の
造

住
宅
建
設
の
基
盤
整
備
を

と
と
も
に
、
市
営
住
宅
の

え
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

く
り
に
努
め
ま
す
。

さ
と
づ
く
り
事
業
と
し
て

き
松
岡
地
区
環
境
整
備
事

進
す
る
ほ
か
、
今
年
度
は
、

谷
地
川
都
市
下
水
路
に
つ

行
い
、
川

け
替
え
を

事
業
を
進

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
に
加
え
新
た
に

焼
却
炉
設
置
の
奨
励
の
た
め
の
補

助
を
行
い
、
市
営
公
園
墓
地
に
つ

い
て
も
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
街
地
の

排
水
網
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

防
災
用
無
線
の
充
実
を
図
り
ま
す
＄

善
を
行
う
と
と
も
に
、

す
ｃ
今

校
舎
改

に
あ
た

分
配
慮

検
討
し 今

児
童
生
徒
の
育
成
の
た
め
に
計

義
務

性
豊
か

ら
ぎ
の
あ
る
緑
豊

父
兄
負
担
の
軽
減
に
も
努
め
て
い

き
ま
す
。

法
の
改
正
に
伴
う
教
育
機
器
の
改

的
に
施
設
の
整
備
を

の
創
出
に
努
め
て
い
き
ま
す
《

い
て
緑
の
み
ち
景
観
整
備
事
業
を

士
《
先
生
、

ー

年
度
か
ら
は
東
小
学
校
の

築
を
行
い
ま
す
が
、
建
設

っ
て
は
、
耐
震
性
に
も
十

し
た
つ
く
り
に
な
る
よ
う

て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
波

教
育
に
つ
い
て
は
、
人
間

で
、
心
身
と
も
に
健
全
な

側
地
区
で
は
、
橋
の
架

含
め
た
み
ち
な
み
整
備

め
、
う
る
お
い
と
や
す

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の

か
な
生
活
空
間

進
め
て
い
ま

引
き
続
き lm1

主な事業．主な事業．

1億1千900万円

1億3千99万円

2億4千299万円

5億1千893万円

4億4千308万円

2億8千966万円

365万円

2千813万円

1千50万円

35万円

東小学校校舎改築事業（7～8年度継続）

私立幼稚園授業料父兄負担軽減補助金

私立幼稚園就園奨励費補助金

生涯学習推進経費(第2回生涯学習市民フェスティバル

松岡地区環境整備事業

緑のみち景観整備事業

川側地区みちなみ整備事業

高萩市・十王町事務組合消防費負担金

高萩市・十王町事務組合し尿じん芥処理事業費負担金

花員市営住宅建替事業（6～7年度継続）

災害対策用機器等整備経費

排水網調査委託事業

公園墓地基本計画策定経費

焼却炉設置補助金

6億1千884万円

137万円

566万円

511万円

中央公民館運営管理費

文化会館運営管理費

図書館運営管理費

学校給食センター運営管理費

保健体育総務費（施設費を含む）

電波法改正に伴う教育機器等整備費

7千11万円

1億8千824万円

6千391万円

1億5千287万円

6千438万円

1千317万円 ’
5



－－人あたりいくら？‘Ⅱ'125,464円を負担します
卓
亭
ニ
ロ
ロ
ニ
卓
ロ

市民税 固定資産税 その他

(都市計画税､市た

ばこ税､軽自動車

税など）

一般会計について市民一人あたりに負担していた
,韻' ﾐﾐ ､ ﾐ ､、 ' , ､ '

だく税金の額と、それぞれに使われる市のお金を換
､ ' ' , ､' ､ ､ , ,: ､､､ 二 ;; , ､

“ 〆 噌､ﾐ “;" ､､､，､ ､ " 弾":， ‐､蕊 一 "“ " " "

; ． ;鴬:城； …;- :： ；

3月1日現在の人口35,472人で計算しました6 嵐
惑▼

345,935円のお金が使われます
55，916円
(個人分:37,149円）

(法人分:18,767円）｜ 55,064円 14,484円

〆~～

民
生
費

総
務
費

土
木
費

45,641円50,908円

商
工
費
な
ど

消
防
費
・
議
会
費
．

衛
生
費

公
債
費

ー

22,743円 35,361円

湖ある市民生駝つく '5り出す産業づくり 健康でやすらがな地域社会づくり6

地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
，

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
Ｉ

林
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
る

を
行
い
ま
す

ま
た
、
林

豊
か
さ
を
実
感
し
安
定
し
た
市

民
生
活
の
確
保
に
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
土
地
改
良
事
業
、

水
路
改
修
事
業
な
ど
の
農
業
基
熊

の
強
化
を
は
じ
め
、
花
き
銘
柄
化

総
合
推
進
事
業
や
広
域
農
協
営
農

指
導
体
制
の
確
立
の
た
め
補
助
を

行
う
な
ど
農
業
経
営
の
安
定
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
畜
産
経

営
に
つ
い
て
は
厳
し
い
環
境
に
あ

る
た
め
、

者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
な

社
会
を
築
く
た
め
、
老
人
保
健
福

祉
計
画
に
基
き
、
各
種
施
策
に
取

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢

心
に
支
え
ら

く
り
を
進
め

援
し 市

民
の
だ

環
境
の
中
で

と
し
た
生
活

ん
で
い
ま
す

そ
の
た
め

祉
な
ど
の
充

み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
を
応

助
け
合
い
と
あ
た
た
か
い

引
き
続
き
指
導
や
助
成

Ｃ

道
開
設
事
業
に
よ
り

れ
た
福
祉
の
ま
ち
づ

て
い
き
ま
す
。
特
に
、

れ
も
が
、
住
み
よ
い

、
健
康
で
い
き
い
き

が
送
れ
る
こ
と
を
望

、
医
療
や
保
健
、
福

実
を
図
る
と
と
も
に
、

き
ま
す
ｃ

さ
ら
に
、
商
店
街
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
事
業
や
商
店
街
活
性
化
地
域

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
魅
力
あ
る
商

店
街
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場
の
施
設

の
整
備
や
、
花
貰
ダ
ム
周
辺
整
備

事
業
基
本
計
画
調
査
を
行
い
ま
す
。

工
業
に
つ
い
て
は
、
赤
浜
地
区

工
業
団
地
の
造
成
を
進
め
、
優
良

企
業
の
誘
致
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

と
と
も
に
、
森
林
の
健
全

資
源
の
有
効
利
用
及
び
優

生
産
を
図
る
た
め
、
間
伐

に
つ
い
て
積
極
的
に
推
進

心
に
進
め
て
い
る
各
種
保
健
事
業

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
推
進
し
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
寝
た
き
り
老
人
な

ど
に
対
す
る
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
事
業
や
金
婚
祝
賀
事
業
を

行
う
と
と
も
に
、
高
萩
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
策
定
や
、
福

祉
バ
ス
の
買
い
替
え
を
行
い
ま
す
㈲

ま
た
、
心
身
障
害
者
の
自
主
的
な

活
動
や
各
種
福
祉
団
体
の
活
動
へ

も
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中

一
）

な
育
成
、

良
材
の

や
保
育

し
て
い

蜜な蕊業． 主な事業.

転作達成等助成補助金 750万円

広域農業開発事業経営対策特別助成事業費補助金 630万円

地籍調査事業費 1千532万円

ほ場整備事業補助金及び負担金（2か所） 5千571万円

土地改良事業費（水路改修等： 36か所） 9千447万円

林道開設事業 1億5千60万円

小滝沢キャンプ場公衆トイレ設置及び整備事業 2千488万円

高萩市商工会運営助成金 2千13万円

商店街グレードアップ事業費補助金 3千18万円

高萩市観光協会助成金 981万円

私立保育園園児措置委託経費 2億5千15万円

身体障害者援護経費 9千68万円

精神薄弱者措置経費 6千598万円

市シルバー人材センター補助金 2千640万円

地域ケアシステム推進事業委託経費 498万円

金婚祝賀事業経費 202万円

市社会福祉協議会補助金 2千961万円

(仮称)高萩市総合福祉センター建設基本構想策定経費 300万円

生活保護費等扶助経費 2億8千939万円

老人措置費及び在宅老人対策費 1億7千383万円
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〒

￥
ぼ
く
の
せ
な
か
よ
り
お
迩

璽

ゞ
き
い
ね
。
と
お
く
か
ら
も
｝

よ
く
み
え
る
だ
ろ
う
ね
」
と
、
、
、都

お
姉
さ
ん
と
フ
ァ
ミ
コ
ン
す

る
の
が
大
好
き
な
に
い
や
ま

』

た
く
ろ
う
く
ん
。

／
ノ
ー
ご
討
向
ふ
い
副
闘
罰
割
、
司
り
い
〕
ノ
ノ
ｒ
ｊ
ｊ
／

〆
ｉ
ｋ
《
Ｆ
ぶ
め
呈
・
ｆ
●
と
ま
っ
て
一

』
、
っ
て
か
い
て
あ
る
ん
だ
．
｝
鍵

｜
こ
の
て
を
あ

一
め
て
く
だ
さ

《

〆
勉
強
し

ち
そ
う
。
才
こ

わ
な
い
よ
う

ｌ
る
を
ま
も

人
姉
妹
の
未

る
ち
ゃ
ん
。

こ
の
き
い
ろ
い
か
ば
ｌ
は

セ
ル
に
つ
け
て
あ
る

‘
Ａ
１
副

「
ラ
ッ
ー
僻
〃

ノ

ま
た
よ
う
へ
い
く
ん
。

I 零

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ノ
し
ょ
を
い
れ
て
‐
が
っ
こ

所「
こ
の
ぽ
卦
〆
う
へ
い
き
た
い
な
」
と
恥

し
は
と
て
も
め
だ
身
チ
ヨ
コ
パ
フ
エ
の
大
〆

う
つ
う
じ
こ
に
あ
一
好
き
な
が
わ
さ
き
ま

に
、
こ
う
つ
。
急
三
り
ち
や
ん
。

り
ま
す
」
と
、
三
一

、
Ｉ
ｊ

っ
子
い
ま
た
か
お
庁
Ｉ
Ｙ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｈ
Ｌ

げ
た
ら
く
る
ま
を
と

い
ね
」
と
早
く
～

た

い

と

い

う

く

｝

1

1

｡

‐

１

，

、

‐

’

１

１

‐

‐

‐

１

！
‐
‘
‐

１
１
ム
「
わ
た
し
は
お
ノ
／

、ん
な
の
こ
だ
か
ら
あ
か
い
ラ
ン
ーー

ド
セ
ル
よ
・
は
や
く
き
ょ
う
か
一

〆

篭
、 I

蕊潔鑑
燕*迩
鯉4蝉

蕊

錘

＃

輔
池
、
換
〆

鐸
舞

咲金

識

蕊驚
蝋 韓蕊簿

；

＃

「
い
ろ
ん
な
ま
ｌ
く
が
か
い
て
あ
っ
て
、
こ
の
し
た
じ
き

き
れ
い
で
し
よ
。
こ
れ
は
、
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
の
た
め

の
ま
ｌ
く
な
ん
だ
っ
て
」
と
、
妹
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な

蕊
維
γ

綴

砿
》

蕊蟻 識薙蕊鍵

#穂#穂

ー

ｻ》

I

I

「
ぼ
く
は
お
シ

＃
と
こ
だ
か
ら
ぐ
ゑ迂
壷

：
ろ
い
ラ
ン
ド
セ
ル
ｏ

Ｌ
ぬ
れ
た
っ
て
へ
い
；

き
Ｐ
と
て
も
つ
か
い

や
す
そ
う
だ
よ
」
と
，
八一

国
語
の
勉
強
が
大
好
一

き
な
さ
が
わ
こ
う
へ
（
一、

い
く
ん
。
、

～

た
ま
な
み
ち
ゃ
ん
。

小学校に入学するみなさんおめでとうございます。 I

入学のお祝いに、市からランドセルと黄色

いカバー、 JAひたちから黄色い帽子、東京

電力からセイフティハンド （交通安全手形)、

高萩地区交通安全協会から交通安全腕章と下

『

t

敷きがそれぞれ入学式に贈られます

，

二ー
野鳥などを飼うには

－－－－－

が必要です

‐一一一-一一一一一一一一一一一一

野生鳥獣には、狩猟鳥獣と保護鳥

外|玉l産のものは、輸入証明書を譲

り受けてください。

獣があります。保護鳥獣を捕獲した 狩猟二関スル法律」に違反するこ

り飼ったりするときは、環境庁長官 とになり罰金なと．になります。

や知事の許可を受けて捕獲し、市長 保護烏獣を飼うには､捕獲す

艇場合‘蠅洲､‘
の飼養許可を受けて飼うことになっ

ています。

●飼える朧鳥獣 譲り受ける場合が駒…
は次のものです。 ＊捕獲する場合

． 『メジロ、ホオジロ、マヒワ、 ウ ・県北地方総合事務所から鳥獣捕獲

ソ』の4種類のうち、一世帯につ 許可証を取って捕獲します（ただ

いていずれか一羽に限ります。 し、繁殖期の4月から6月ごろを

・狩猟鳥獣は、狩猟期間中(11月15 除く）。捕獲後は、鳥獣捕獲許可

日から2月15日）に狩猟者登録な 証を返すとともに、市役所から烏

どを取って、適法に捕獲したもの。 獣飼養許可証を受けて飼うことが

・外国から輸入したもので、野生烏 できます（手数料2,600円)。

獣商組合の輸入証明書のあるもの。 ＊小鳥商や人から譲り受ける場合

＊以上のことに該当しないものを ・鳥獣飼養許可証の名義変更手続き

飼っている場合は、 「鳥獣保護及 を市役所に出してください。

☆問い詩…☆篤辮維繍合醐雷獺餅竃岨蝿…，

#鳥獣朧員
市|ﾉﾘでは、県知事から委i嘱された

2人の鳥獣保護貝が、違法に野生鳥

獣を捕獲したり飼ったりする人を取

り締まっています。鳥獣保護員が、

鳥獣飼養許可証や輸入証明書の提示

を求めたときは、それに応じなけれ

ばなりません。

鰡

鴨志田政男さん

(中戸川･念28-0855）
藤井勇一さん

(高浜町･念23-1401）
』

1
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罰
『
居
腋

’ 年
金
額
は
、
昨
年
の

一
○
月
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
さ
ら
に
ま
た
今
回

も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
旧
法
に
よ
る
年
金

に
つ
い
て
も
同
じ
く
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

拝金調

年金額の引き上げ

(平成7年4月から）

－－－－－－－－－－
老齢基礎年金（満額）

障害基礎年金(1級）

〃 （2級）

改正前

780,000円

975,000円

780,000円

改正後’
785,500円

981,900円

785,500円

785,500円皿 遺族基礎年金 780,000円

老齢基礎年金の振替加算額＊ 224,400円
～15, ()00円

障害基礎年金・遺族基礎年金の

子の加算額（1人目・2人目） 各224,400円

子の加算額（3人目以降） 各74,80()円

226,000円

~15,100円

各226,000円

各75,300円

※の振替加算額は、生年月日によって違います。

蕊認

{死亡一時全）
１

死亡一時金の引き上げ 一

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
、
何
》

の
年
金
も
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
壬

し
た
人
に
給
付
さ
れ
る
死
亡
一
時
一

金
が
、
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ゞ

(平成6年11月9日から）

ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

されました。ここでは、その内容

をお知らせします。

識鶴
霧… 〆

F軒一一一一＝一一

/

四
月
か
ら
の
保
険
料
の
額

は
、
月
額
一
万
一
千
七
○
○

円
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
一
一
年
度
ま
で
、
毎
年

五
○
○
円
（
物
価
上
昇
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
分
を
加

え
た
額
）
ず
つ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
の
四
○
○
円

は
、
そ
の
ま
ま
で
す
。

(保険料）
、 〆

きの孔熱p な＝ごf眼
皇一一一

毎年500円ずつ

引き上げ
勵綴年金の保険料はく･毎月納めることになっていま

す｡淫の傑険料の罰洋牙を一度に納めるとくJ■罰り■引き
があめますので、ご利用ください。(平成7年4月から）

～｜ 月々納めると 度に納めると|割引額

定額 140,400円

保険料(11,700円×12か月）

付加 145,200円

保険料(12,100円×12か月）

定額

保険料
137,010B’ 3,390円保険料を納める期間ごとの区分 保険料額

平成7年4月～平成8年3月 11,700円
141,690円 3,510円

イド率平成8年4月～平成9年3月 12,200円×物価スライ
平成9

I

０
１
１
１
成
成
平
平

◎詳しくは､探険年金課へどうぞ。

念23-2111 内線233’
疑

8

保険料納付済期間改正前
3年以上15年未満

15年以上20年未満

' 20年以上25年未満
25年以上30年未満

30年以上35年未満

35年以上

100，000円

100, ()00円

100,000円

126,50()円

160,000円

2()0，000円

改正後

120,000円

145,000円

170,000円

220,000円

270,000円

320,000円



／

｜
’ 障

害
年
金
額
の

二
分
の
一
を
支
給

（
平
成
七
年
八
月
か
ら
）

こ
れ
ま
で
の
二
○
歳
前
の
障
害

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
は
、
本
人

に
所
得
制
限
が
あ
り
、
年
収
四
八

三
万
二
千
円
を
超
え
る
と
全
額
停

止
で
し
た
。
こ
れ
が
八
月
か
ら
、

年
収
四
八
三
万
二
千
円
を
超
え
六

○
○
万
円
ま
で
は
、
障
害
年
金
額

の
二
分
の
一
が
支
給
さ
れ
、
六
○

○
万
円
を
超
え
る
と
全
額
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

’
昭
和
六
一
年
四
月
一
日
前
に
初

診
日
の
あ
る
傷
病
に
よ
る
障
害
の

あ
る
人
が
、
当
時
の
障
害
年
金
に

該
当
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
現

在
の
支
給
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、

０
障
害
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
二

○
歳
前
の
障
害
の
年
金
と
同
様
に

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

得所跨
再
発
や
障
害
が

嫡
重
く
な
っ
て
も
大
丈
夫

弘
（
平
成
六
年
二
月
九
日
か
ら
）

は”
こ
れ
ま
で
は
、
三
年
以
上
で
障

祀
害
等
級
の
三
級
以
上
に
該
当
し
な

印
い
と
、
障
害
年
金
な
ど
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
六
五

歳
ま
で
支
給
停
止
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
再
発
し
た
り
障
害
が
重
く

な
っ
た
場
合
は
、
再
び
障
害
年
金

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

円
た
。

万
畦
現
在
の
支
給
要
件
で
判
断

（
平
成
七
年
四
月
か
ら
）

初
診
日
ま
で
の
直
近
の
一
年
間

に
保
険
料
の
滞
納
期
間
が
な
け
れ

ば
、
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と

い
う
特
例
措
置
が
、
平
成
一
八
年

三
月
ま
で
の
一
○
年
間
延
長
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
族
基
礎
年

金
も
同
様
に
延
長
に
な
り
ま
し
た

平
成
一
八
年
三
月
ま
で
延
長

（
平
成
六
年
一
一
月
九
日
か
ら
）

1

、

＝野亭

さかのぼっての届け出1

／

(第3号被保険者 (平成9年3月まで）

遺族年金
こ
れ
ま
で
は
、
第
三
号
被
保
険
者

の
届
け
出
を
遅
れ
て
行
う
と
、
直
近

の
二
年
間
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

済
期
間
に
入
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

の
期
間
は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
が
、
平
成
九
年
三
月
ま
で
の
特
例

期
間
中
に
第
三
号
被
保
険
者
の
届
け

出
を
す
る
と
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
な
り
ま
す
。
す
で
に
、
第
三
号
被

保
険
者
に
な
っ
て
い
る
人
で
、
該
当

し
て
い
る
場
合
は
、
社
会
保
険
庁
か

(例

冊
4月

(18歳到達）
改正前 5月分から支給されな

卒業式

鍔
I

4月

(18歳到達） ’上改 ’
I

’
汗後 翌年3月

（
平
成
七
年
Ⅲ
月
か
ら
）

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
で
は
、
子
ど
も

が
一
八
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

子
ど
も
が
一
八
歳
に
な
っ
た
年
度
の
年

度
末
、
つ
ま
り
、
高
校
生
だ
っ
た
ら
卒
業

す
る
三
月
ま
で
の
支
給
に
な
り
ま
し
た
。

認
定
基
準
は
八
五
○
万
円

’
八
歳
に
な
っ
た
年
度
の

三
月
ま
で
支
給

』

（
平
成
七
年
四
月
か
ら
）

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

と
し
て
の
保
険
料
納
付
済
期
間
が
、

六
か
月
以
上
あ
る
外
国
人
で
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
帰
国
後
か
ら
二
年
以
内
に
請

求
す
る
と
脱
退
一
時
金
が
支
給
さ

納
付
済
期
間
が

六
か
月
以
上

（
平
成
六
年
二
月
九
日
か
ら
）

遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を
支
給
す

る
に
あ
た
っ
て
、
生
計
維
持
の
認

定
基
準
が
、
こ
れ
ま
で
の
六
○
○

万
円
の
限
度
額
か
ら
、
八
五
○
万

円
に
引
き
上
が
り
ま
し
た
。

ー‘

､I
韻!

§
〆説

畜蕊舞謹篝蕊蕊織霧患識癖磯溺蝋識蕊鍵瀧灘溌織識蕊識溌溌津鐸》…W ;灘感職誌溌蕊

（
平
成
七
年
四
月
か
ら
）

こ
れ
ま
で
は
、
六
五
歳
ま
で
の

加
入
に
よ
っ
て
も
加
入
期
間
が
不

足
し
て
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
人

が
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
昭
和
三

○
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
（
四
月
一
日
で
四
○
歳
以
上
の

人
）
に
限
り
、
加
入
期
間
を
六
五

歳
か
ら
七
○
歳
に
達
す
る
前
ま
で

の
間
、
任
意
加
入
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

加
入
期
間
を

！
七
○
歳
ま
で
に

、謙1

鰍 …P…－舞騨霊一J毒一G－ 7 ← 宝 一も■ 凸'一一F輻哺唖一
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「

人口と世帯の推移|人口（1）匿一函

増
え
、
昭
和
三
五
年
に
は
三
万
二
千

人
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
一
○
年
後
の
昭
和
四
五

○
年
後
の
昭
和
四
五

さ
れ
た

こ
れ
ら

も
の
と
第
一

は
二
万

産
業
の

て
い
ま
国
勢

る
た
め

初
め
て

の
こ
と

原
町
、

高
岡
村

て
、
国

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

一

の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
の

移
は
図
表
の
と
お
り
と
な
つ

す
。
調
査
は
、
国
内
の
人
口
を
知

の
最
も
基
本
的
な
調
査
で
、

実
施
さ
れ
た
の
は
大
正
九
年

で
す
。
当
時
の
高
萩
市
は
松

松
岡
村
（
の
ち
に
松
岡
町
）
、

の
一
町
二
村
に
分
か
れ
て
い

勢
調
査
も
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村

れ
て
い
ま
し
た
。
図
に
記
載

昭
和
二
九
年
以
前
の
人
口
は
、

の
町
村
の
人
ｎ
を
合
わ
せ
た

な
っ
て
い
ま
す
。

回
の
国
勢
調
査
当
時
の
人
口

人
弱
で
す
が
、
戦
後
の
炭
鉱

興
隆
期
に
合
わ
せ
て
人
口
が

今
年
は
、
五
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
が
行
わ
池

ま
す
。
こ
の
国
勢
調
査
に
限
ら
ず
産
業
や
生
活
単

位
で
の
調
査
も
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ
、
ま
ち
づ
く

り
の
指
標
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
の
デ

〆
ｌ
夕
を
使
っ
て
ま
ち
の
姿
を
見
て
み
ま
す
。

／

年
に
は
炭
鉱
の
閉
山

に
伴
い
、
人
口
は
三

万
人
を
割
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
、

そ
の
後
、
住
宅
団
地

の
造
成
や
企
業
の
誘

致
が
進
ん
で
人
口
は

徐
々
に
増
加
し
、
平

成
二
年
以
降
は
三
万

の
の
、
昭
和
四
五
年
に
な
る
と
初
め

て
三
人
台
に
な
り
、
今
年
の
一
月
一

日
の
常
住
人
口
調
査
㈲
で
は
三
・
一

人
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
核
家
族
化
や
少
子

化
、
非
婚
化
な
ど
全
国
的
な
社
会
現

象
が
本
市
で
も
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
、
国
勢
調
査
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
市
に
残
っ
て
い
る
資
料
に
よ

人
口
の
一
・
八
倍
に
対
し
、
仏
叩０

世
帯
数
で
は
二
・
六
倍
に
い

も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
一
世
帯

あ
た
り
の
人
員
数
で
み
る
と
γ
調
査

以
来
長
く
四
人
台
を
保
っ
て
き
た
も

の
の
、
昭
和
四
五
年
に
な
る
と
初
め

Ｉ
Ｊ
ワ
一
・
ｔ
土
。
こ
寸
く
人
、

が
ら
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
第
一
回
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
た
大
正
九

年
（
一
九
二
○
年
）
か
ら

平
成
二
年
（
一
九
九
○
年
）

の
七
○
年
間
の
推
移
で
は
、

ｊ

五
千
人
台
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ま
ち

の
人
口
は
、
産
業
の
形
態

に
合
わ
せ
て
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

世
相帯
関数
関は
係 、
を人

保口
去し
三－

なの

ー

人口と世帯の推移（資料 査）国勢調 (世帯）

15，000

｣9-人。
｜

｜／,、一＝世帯

T

（

⑧
密
配
顛
認
騒
湧
睡
胃
團
図Ｌ

蟻
鶴
議
灘
瀧
灘
蝉
く
峰
博
一

~了、

＊、

常
住
人
口
調
査
と
は
、
国
勢
調
査
厄

よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
人
□
を
墓
準

に
、
出
生
転
入
の
数
を
加
え
、
死
亡
唾

出
の
数
を
差
し
引
い
て
算
出
す
る
も
の

命
Ⅲ
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
調
査
で
す
。
、

”
､

､《,,潮 一 一
.薄馬儀-一
蝿

＜
~

｡
“

訓

鯵ノ

↓
次
回
は
、
［
人
口
（
２
）
年
齢
別

人
口
構
成
］
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。

０００

０ ００

００ ０

０３

２０

０

る
と
、
今
か
ら
九
○
年
前
の
明
治
三

八
年
の
一
世
帯
あ
た
り
の
人
員
は
、

七
・
二
人
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
時

代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 1

ィ感蕊I織
繍
綱
蹴
鰯

鶴
織
灘

10．000

5.000

く
震
宝
溌

、〆 大正 昭和

9年14年5年10年

（※1） 平成（※2

15年22年25年30年35年40年45年50年55年60年2年7年

1世帯あた
りの人員 人）

（※1） ：臨時国勢

■口■■■■■･■ﾛ■ﾛ■ﾛﾛﾛ■口■■■■口■■｡｡■■■■ﾛ■■■画可

調査 （※2） ：平成7年3月1日の常住人口調査

■■ ●－

このコーナーでは、

料館に寄託、寄贈さ

生活用具や農耕具な

介していきます。

圃囲しの居の戸吊：
ロ

.．.･･･＝.･･･.･･･.･･･････1．． r････可 ロ

L，』

思
い
ま
す
が
‐
強
い
て
言
え
ば
や
っ
ぱ
り

国
語
か
な
。

そ
う
い
え
ば
今
年
は
、
戦
後
五
○
年
に

あ
た
り
ま
す
ね
。
戦
前
を
含
め
て
こ
れ
ま

で
の
時
代
の
教
科
書
を
振
り
返
っ
て
見
る

と
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢
が
教
科
書
に

色
濃
く
現
れ
て
い
て
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
教

科
書
が
人
間
形
成
に
果
た
す
役
割
は
と
て

も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

新
学
期
を
迎

え
て
学
校
に
通

い
始
め
た
み
な

さ
ん
は
、
ど
ん

な
思
い
で
教
科

書
を
眺
め
て
い

る
の
で
し
ょ
う

ね
。

よ
う
に
思
い
ま
す
。

や
算
術
の
授
業
に
菫
点
が
お
か
れ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
国
語
の
教
科
書
を
見

る
と
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
‐
今
で
は
使

わ
れ
な
い
古
い
漢
字
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。

え
っ
、
当
時
の
好
き
な
教
科
で
す
か
。

こ
れ
と
い
っ
て
得
意
科
目
は
な
か
っ
た
と

片
づ
け
も
の
を
し
て
い
た
ら
古

教
科
言
が
出
て
き
た
の
で
、
昔

校
の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
に

と
思
っ
て
寄
贈
し
ま
し
た
。

期
の
学
校
で
は
、
勉
強
は
「
読

ろ
ば
ん
」
と
い
わ
れ
て
、
国
語

授
業
に
菫
点
が
お
か
れ
て
い
た

昭
和
初
期
の
教
科
書

電

寄
贈
者
作
山
榮
一
さ
ん
王
手
綱
）

古い教科書を手に思い･

出を語る作山さん l
qJ 110

‘､ ､．《;､i l
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１
８
８
６
年
・
明
治
明
年
…
小
学
校
令
が
発
令
さ
れ
、
小
学
校
は
尋
常
、
高
等

の
二
科
と
な
り
四
か
年
を
義
務
教
育
と
し
た
。
こ
の
た
め
学
校
の
統
合

を
図
り
、
安
良
川
・
下
手
綱
・
上
君
田
尋
常
小
学
校
の
三
校
と
な
る
。

１
９
１
５
年
・
大
正
４
年
…
松
原
町
高
萩
商
業
団
（
商
工
会
の
前
身
）
が
結
成
。

１
９
５
５
年
・
昭
和
加
年
…
市
営
住
宅
、
高
浜
町
に
初
め
て
で
き
る
。

１
９
７
３
年
・
昭
和
妃
年
．
：
３
月
に
花
貫
ダ
ム
が
完
成
し
、
上
水
道
事
業
も
一

部
給
水
を
開
始
す
る
。

L
I簿：

剛こゆうす
L＝.…－．－

I| 高齢者大学の卒業修了式 霞
平成6年度高齢者大学の卒業修

了式が3月2日嗣に松岡地区公民

館で、翌3日閾には中央公民館で

それぞれ行われました。卒業され

たみなさんは、 4年間にわたる大

学での勉強の成果を、今後の地域

活動や趣味活動の中で生かしてい

くものと期待されています。 また

卒業式に引き続いて各学年の修了

式も行われました。

瀞懇議篭霧繊

り
返
る
■

／
く
／
、
／
く
〆
固
、
軒
Ｉ
こ
の
月
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

I|新しくなった君田診療所
君田地区にある診療所が新しく

なりました。場所は上君田生活改

善センターの敷地内で､外観は周囲

の自然環境に溶け込むような木造

平屋建てのつくりとなっています。

・所在地上君田715-1828-0102

・施設診療室、待合室、消毒室

・診療日毎週水曜日

午後1時30分～3時

＊この診療所での診療は、高萩市

医師会の協力で行われています。

ー

蕊麗
露
》
診
《 匪一ﾐﾆ§て壷ー

ま

L－－

■

むそうじゅく

夢蒼塾 謹鍵塾長…塚原孝芳さん

（春日町）

回畷に錦

個性

なま

進め

豊か＝

ちづくりを

ている団体

霧鍵蕊を紹介します。

1

［
塾
を
つ
く
る
き
っ
か
け
］

｜
昨
年
に
行
わ
れ
た
茨
城
大
学

主
催
の
ま
ち
づ
く
り
公
開
講
座

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
受
講
生

を
中
心
に
昨
年
発
足
し
ま
し
た

［
塾
の
名
前
の
由
来
］

ま
ち
の
貴
重
な
自
然
を
代
表
す

る
草
木
の
青
々
と
し
た
様
を
表

す
「
昔
」
、
そ
の
中
で
「
夢
」

を
語
ろ
う
と
い
う
意
味
で
す
。

を導入繊
みなさんの家庭から出されるゴ

ミを処理している北部衛生センタ

ーでは、埋立処分場での効率的な

作業を進めるために、厚生年金・

'玉|民年金積立金還元融資を受けて

ドーザショベルを導入しました。

だからといって、 これまで以上に

ゴミを出してもいいということで

はありませんので、引き続きゴミ

の減量化にご協力ください。

ー‘

月
一
厄
を
墓
一
本
に
、
ま
ち
つ

り
の
講
演
会
や
地
域
を
知
る

動
を
し
て
い
ま
す
。

［
今
後
の
抱
負
］

活
動
の
墓
本
は
仲
間
と
楽
し

い
ろ
ん
な
こ
と
を
語
り
合
う

と
。
そ
の
た
め
に
も
会
員
を

つ
と
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

回
を
墓
一
本
に
、

ま
ち
づ

［
ど
ん
な
活
動
］

鍛
中学校を卒業して就職するみな

さんを励ます「はばたく集い」が

東京ディズニーランドで開かれま

した。当日は、市内の中学校か

ら9人の就職予定者が参加。

引率の青少年相談員のみな

い凄詳霧麺

､

1



飛 溌霧蕊蕊舞ジョン
●市役所狂23-2111 （代）

●テレフォンサービス

壷23－1151

盆23-1152

5月1●国民年金（4月分）は 日（月） までにお忘れなく
L-萩

こ
れ
ま
で
住
民
票
の
続
柄
の

欄
に
は
、
世
帯
主
を
中
心
に
嫡

出
子
に
つ
い
て
は
「
長
男
、
長

女
」
な
ど
と
記
載
し
、
嫡
出
子

で
な
い
子
は
「
子
」
と
記
載
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
３
月

１
日
伽
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
目
的
に
、

表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
嫡
出
子
、
嫡
出

で
な
い
子
、
養
子
、
長
男
、
長

女
な
ど
の
区
別
を
な
く
し
、
住

民
票
に
は
、
一
律
に
「
子
」
と

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

法
務
局
へ
は
、

住
民
票
へ
の
記

変
わ
り
ま
し
た

◆水戸地方法務局の

直通の電話番号表 直
通
の
電
話
番
号
で

変
わ
っ
た
の
は
▼
３

使
用
開
始
は
▼
３

課(部門） ｲ玉
lﾉ1、 丑

不動産登記受付

総括係

権利登記係

謄・抄本認証係

商業・法人登記係

表示登記専門官

表記相談官

表示登記係

１
２
３
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２
２
２
２

９
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９

７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２

登
記
部
門

●
市
民
課
内
線
２
２
１

ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
い

「
養
父
、
養
母
」
も
そ
れ
ぞ
れ

「
父
、
母
」
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
戸
籍
へ
の
記
載
変
更

は
な
く
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

子
の
子

子画〆

載
方
法
が

月
１
日
㈱
か
ら

月
旧
日
月
か
ら

供託課｜供託係長

篝擁|人権寧護
人権擁護

27-9917

係長

〃

人権相談員

27-9919

31-5500

27-9920

長
男
、
長
女

二
男
、
二
女

子
、
養
子

長
男
の
長
男

二
男
の
長
男

*県北地方総合事務所の建築指導課で行う事務
こ
れ
ま
で
、
茨
城
県
庁
建
築

指
導
課
と
高
萩
土
木
事
務
所
が

担
当
し
て
き
ま
し
た
建
築
確
認

や
許
可
な
ど
の
事
務
が
、
４
月

１
日
㈱
か
ら
県
北
地
方
総
合
事

務
所
に
変
わ
り
ま
し
た
。

変
わ
り
ま
し
た

４
月
１
日
出
か
ら
▼
県
北
地

建
築
事
務
の
県
の
窓
口
が

'一寧繼関卜 饗驚蕊4月1日(土）から 蕊篝義
．、 ､酔謹歩､碧毒 認二霊’

県北地方 茨城県庁

総合事務所 建築指導課

・市街化区域のもの ・市街化調整区

・市街化調整区域の 域の5ha以上

5ha未満儂地2 (農地2ha以

ha未満)のもの 上)のもの

こ れまで

茨城県庁

建築指導課
高萩土木事務所

事務

開発許可

(都市計画去第29条）

・市街化区域の

もの

市街化調整区

域のもの

画〆 市街化調整区

域の建築許可

(都市計画去第43条）

､ノ 〆

〆

戸

･全てのもの ･全てのもの
〆

〆
〆

〆

市
の
受
け
付
け
窓
口
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
で
、
建
築
確
認

申
請
に
つ
い
て
は
建
設
課
へ
、

開
発
許
可
申
請
に
つ
い
て
は
都

市
計
画
課
で
す
。

既存住宅の確認

(都市計画法第43条）
全てのもの ･全てのもの

･ 5ha未満(農

地2ha未満）

のもの

方
総
合
事
務
所

〆

一

〆

宅地開発事業

の適正化に関

する条例によ

る設計承認など

〆 5ha以上(農地

2ha以上)のも

の

〆

全てのもの
ノ

床面積2,000m'

未満かつ5階

未満のもの

床面積2,000m｡

以上または5

階以上のもの

エレベーター

エスカレーター

･床面積2,000m'

未満かつ5階

未満のもの

･床面積2,000rTf

以上または5

階以上のもの

・エレベーター

・エスカレーター

建築確認と検査

腱羅準鋪6知）
水
戸
市
柵
町
１
１
３
１
１

窓
０
２
９
２
１
弱
１
２
８
０
３

県
北
地
方
総
合
事
務
所

市
役
所

●
建
設
課
内
線
４
０
２

●
都
市
計
画
課
内
線
４
１
２

＊
事
務
の
し
く
み

建
築
確
認
申
請
や
開
発
許
可
申
請

や

〆

用途地域内の

建築許可

(建築基準法第48条）

住宅金融公庫

に関する設計

審査･現場検査

(饒劉鱸鋪23条）

〆

〆 〆

･全てのもの ｡全てのもの〆
〆

一
一

〆

〆

／〆

／ 一
参〆

･全てのもの ･全てのもの〆
〆

／
〆

12

母

介
一
養
母

坐

養
父



繩を一新し霞E4月琴から たゞ！

まちの話題や情報なこれからも3$

どをお気軽にお寄せください。
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排
水
設
備
工
事
で
▼

下
水
道
が
使

ｑ
地
図
の
示
す
部
分
が
、

使
用
で
き
る
地
区
で
す
。

Ｊ

偶

Ｍ

４

Ｆ

４

』
，
九

ｒ
ｆ
ｌ

〃

川

ｆ

内

‐

II

I‘11

ﾛ

）
え
ま
す

水
質
を
守
り
ま
し
ょ
う

３
月
弧
日
囹
か
ら
次
の
地
区

で
、
下
水
道
が
使
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
区
に
家

屋
の
あ
る
人
は
、
早
め
に
排
水

設
備
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
浄
化
槽
が
あ
る
水
洗
ト
イ

レ
だ
か
ら
、
下
水
道
工
事
の
必

要
は
な
い
」
と
い
う
人
が
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。

洗
剤
な
ど
を
含
む
台
所
や
洗
濯

機
か
ら
の
排
水
も
海
の
水
や
周

辺
の
環
境
を
悪
く
し
て
い
ま
す

下
水
道
を
使
用
で
き
る
地
域
の

み
な
さ
ん
は
、
早
め
に
下
水
道

管
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
区

・
安
良
川
地
区
で
は
。
：

北
坂
・
内
城
・
大
徳
田
・

作
田
・
桜
本
・
神
宮
司
・

上
ノ
内
・
山
ノ
神
の
一
部

カ
ッ
タ
沢
・
宮
後
・
神
馬

『
航
空
機
に
よ
る
青
年
の
海

外
派
遣
」
『
世
界
青
年
の
船
」

『
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
に

参
加
す
る
青
年
を
募
集
中
で
す

◆
提
出
書
類
申
込
書
、
健
康

締
め
切
り
は
▼
４
月
Ｍ
日
鬮

青
少
年
国
際
交
流
事
業

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

4診
断
書
、
作
文

◆
提
出
先
教
育
委
員
会

◆
締
切
４
月
Ｍ
日
悶

●
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

丑
銅
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

塚
・
山
岸
・
殿
畑
・
鳥
居

前
・
八
幡
宮
境
下
・
上
西

ノ
入
・
大
門
・
上
原
・
大

木
の
全
部

・
高
萩
地
区
で
は
…

地
蔵
堂
・
狙
倉
の
一
部

◆
地
図
の
閲
覧
を
ど
う
ぞ
。

・
高
萩
市
役
所
都
市
計
画
課

・
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下

水
道
組
合
壷
窕
１
５
５
９
５

すメ

に地

まし

た。それが、昭和20年（1945年） に中国

で発見され、一躍『生きている化石」 と

して話題になりました。

秋山小学校と向洋台団地の公園にある

メタセコイアは、アメリカで栽培された

ものを島名の故斎藤幸作さんが昭和24,5

年ごろ寄贈したものです。

松岡小学校正門にあるのは、昭和34年

に今の天皇のご成婚記念として、松岡小

学校の教諭であった上手綱の鈴木勝一さ

んたちが植樹しました。

ー

育
児
は
、
労
働
者
（
男
女
と

も
）
が
働
き
続
け
る
う
え
で
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
４
月
１
日
出
か
ら
は
、

全
て
の
事
業
所
に
育
児
休
業
法

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

就
業
の
継
続
が
容
易
に
な
り
ま

し
た
。そ
こ
で
、
育
児
休
業
法
に
そ

っ
た
就
業
規
則
の
一
部
改
正
や

育
児
休
業
規
定
が
ま
だ
済
ん
で

い
な
い
事
業
所
は
、
早
急
に
整

え
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
く
は
茨
城
県
商
工
労
働

部
労
政
課
丑
０
２
９
２
１
副

１
８
１
１
１
内
線
３
４
１
５

全
て
の
労
働
者
が

４
月
１
日
出
か
ら
は
▼
育

育
児
休
業
を
取
れ
ま
す

そして、高萩小

学校の3本は、昭

和50年3月の卒業

記念樹。当時担任

の関山清美さん(大

和町)は｢石炭の元

となった木であり、

教材になればとね」

との話。高萩小学

校に限らず、いず

れも次の世代への

プレゼントでしたc

４
月
１
日
出
か
ら
、
育
児
休

業
期
間
中
に
つ
い
て
は
、
健
康

保
険
な
ど
の
被
保
険
者
分
の
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

４
月
１
日
出
か
ら
、
雇
用
保

険
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
被
保
険

者
が
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は

被
保
険
者
を
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

●
詳
し
く
は
最
寄
り
の
社
会
保

険
事
務
所
へ
。

●
詳
し
く
は
最
寄
り
の
公
共

業
安
定
所
へ
。

児
休
業
法
が
適
用

剃
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1圃珪ず相談を。
r★市役所恋23-2111★｜
●行政相談

4月13日(ねと27日嗣午後1～3

，時／市民相談室／20日嗣は市民

センター／鈴木清相談員（下手

綱盈22-2095)秘書課内線251

●人権相談員（敬称略）

北畠暢男…本町窓22-2851

鈴木廣美…上君田a28-0103

原口咲子…春日町恋22-3286

；大平喜美子…本町窓22-4128

岡野邦弘…l言手綱冠23-2525

／市民課内線221

●交通事故相談

4月19日伽午前10～午後3時／

市民相談室/生活環境課内線362

＊この日以外は中央交通事故相

談所へ｡平H午前9~午後4時30分

／水戸市＃|I町1丁目水戸合同庁舎

3階念0292-25-2803内線2370~1/

弁護士相談は水曜日午後l~3時

●年金相談

ｿ・常陽銀行高萩支店冠22-2160･･･

‐毎月第2金曜日午前10～午後3時午後3時

大和町

春日町

東本町

の調査地区は、安良川です‘

高浜町

､雫鐸舗調査』 4月

◆
と
き
５
月
哩
日
㈱

午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

◆
と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
内
容
・
土
地
や
家
屋
な

予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う

毎
年
一
回
の
登
録
が
▼
生
涯
一
回
に
な
り
ま
し
た

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の

人
権
に
関
す
受
け

無
料
の
人
権
相
談
会

犬の登録と狂犬病予防注射の

日程表

ところ

駒木原集会所

時間

10：00

10：25

10：40

月日

大心苑野球場４
月
旧
日
出

山手集落センター

大和町児童公園

春日町児童公園

行人塚集会所

Ⅲ
｜
Ⅲ

Ⅲ

加

妬

訓
る
問
題
を

ま
す
は
▼
５
月
旧
日
圏

ど
の
借
地
借
家
・
財
産

の
相
続
・
金
銭
の
貸
借

。
近
隣
関
係
な
ど

◆
相
談
員
人
権
擁
護
委
員

◆
市
民
課
内
線
２
２
１

、〆

山王児童公園 4511

市役所玄関前

松岡地区公民館

12：00

10:00
下組生活改善ｾﾝﾀｰ '0： '5
上手綱生活改善ｾﾝﾀｰ 10：30

４
月
旧
日
日

千代田バス停

関口集会所入口

10：45

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

叩
一
旧
犯

。
北組センター

小島団地集会所
茨城銀行高萩支店霊22-2028。

4月26日(水)4二前10～午後3時。

犬
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、

表
の
日
程
で
各
地
域
へ
伺
い
ま

す
の
で
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

の
予
防
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
大
平
さ
ん
が
、
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
３
月

１
日
㈱
か
ら
３
年
間
で
す
。

赤浜上宿児童公園

赤浜田園都市センター

13：00
茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

13： 15

13： 30
平日午前9~午後4時。B22-3617･

赤浜鈴木勝正氏宅前

高戸公民館

秋山小学校裏門

秋山中集落センター

秋山南集会所

石滝公民館

KDD入口

石滝上ノ台集会所

安良川公民館

●司法書十相談

毎月第2水曜日午後1～5時/／

茨城司法書士会盆0292-25-0111

●悪質商法相談念0292-27-7379

●茨城いのちの電話…24時間

猛0298-55 1000

13：45

10：00

10：25

10：40

10：55

大平喜美子さん

本町4-20

念22 4128
４
月
型
日
出

一
）

０
５
１
２

■
■
■
■

１
１

１
１

さ
ら
に
犬
の
登
録
制
度
が
変

わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
毎
年
一
回

の
登
録
が
、
４
月
１
日
出
か
ら

は
、
新
し
い
制
度
に
よ
り
生
涯

に
一
回
登
録
す
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ

の
機
会
に
登
録
を
済
ま
せ
ば
、

あ
と
は
そ
の
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。こ
の
新
し
い
登
録
制
度
は
、

正
確
に
犬
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
飼
い
主
が
負
担
に
感
じ

て
い
た
登
録
に
か
か
る
経
費
や

手
間
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
目

的
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
料
金
６
，
４
０
０
円

ベ
ノ
登
録
料
３
，
０
０
０
円

訳
注
射
済
票
交
付
手
数
料

内
５
３
０
ｒ

ｒ
Ｌ
注
射
料
２
，
８
７
０
円

◆
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の

た
び
ご
と
に
生
活
環
境
課
へ

届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・
犬
が
死
亡
し
た
と
き

・
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と

13：00

安良川駒形神社

高浜住宅集会室

13： 15

13：30

有明町集会所

|日高萩保健所

島名多目的研修会館

米平集会所

中戸川公民館

烏曽根三代商店前

大能上バス停

大能川松商店前

若栗公民館

13：45

14：00

10： 00

10：45

11 ：00

11 ： 15

11 ： 30４
月
四
日
日

◆◇◆

5月の休みは
3日(水)、 4日(木)、

5日(金)、 7日（日）、

14日（日）、 21日（日）、

28H(日）

花貫クリーンセンター

恋22-4318

き
・
飼
い
主
の
住
所
の
変
更
が
あ

っ
た
と
き

◆
次
の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

・
平
成
６
年
度
に
犬
の
登
録
を

し
て
い
た
人
も
、
こ
の
機
会

に
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
、

犬
の
首
輪
に
つ
け
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
犬
の
登
録
は
、
生
涯
一
回
と

な
り
ま
し
た
が
、
狂
犬
病
の

予
防
接
種
は
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
年
一
回
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
生
活
環
境
課
内
線
３
６
３

11 ：45

13：20

君田診療所 13：35

13：50下君田鈴木元雄氏宅前

下君田松本商店前 14：05

大金田鈴木喜一氏宅前 14：20

横川鈴木製材所わき 14：35

横川松本勝氏宅前 14：50

大金田鈴木喜一氏宅前

横川鈴木製材所わき

’
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,|図まず本目談を。
9時～午後4時

r★市役所盆23-2111★
●子ども(小・中学生）相談

教育委員会学校教育課狂23-1135

●健康・育児相談

毎週月曜日午前9～11時／保健

センター冠24-2121

●なんでも食事相談

奇数月の第3月曜日午前10時～

午後3時／電話予約を。保健セ

ンター狂24-2121

●ことばの教室

高萩小学校盆23-4240

●心配ごと相談

毎週木曜日午後l～3時／111民セ

ンター/社会福祉協議会内線354

●家庭児童相談

毎週火曜日午後l～3時／市民

センター／福祉事務所内線352

●身体障害者相談員(敬称略）

椎名修…安良川B241314

郡司寅松…上手綱猛23-0687

鈴木康彦…石滝冠23-4316

●精神薄弱者相談員(敬称略）

沼田うた子…東本町a22-3324

●補装具の巡回相談

4月28日㈱午前9～12時／市民

センター／障害者手帳と印鑑の

用意を。福祉事務所内線353

●精神保健相談（予約制）

5月10,17,24日の水曜I I･午後

1～2時／日立保健所(ll立巾

助川町2-6-15a0294-22-4188)

●少年の悩みごと相談

恋0292-31-0900

の
叩
よ
－
つ
嬬
缶
医
で
す

◆
応
募
区
分
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
一
般
の
部

◆
応
募
作
品
Ａ
二
判
か
Ｂ
二

判
の
た
て
長
で
、
紙
質
や

画
材
は
自
由
。
未
発
表
の

も
の
。
数
枚
に
わ
た
る
シ

リ
ー
ズ
や
パ
ネ
ル
仕
上
げ
、

写
真
は
認
め
ま
せ
ん
。

白
血
病
な
ど
の
重
症
血
液
疾

患
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
の
骨
髄
提
供
に

よ
る
骨
髄
移
植
が
必
要
で
す
。

善
意
の
骨
髄
提
供
の
希
望
者
登

録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
受
付
日
毎
週
木
曜
Ｈ

白
血
病
の
患
者
さ
ん
に
は

平
成
７
年
は
▼
国
勢
調
査
の
年

国
勢
調
査
の
ボ
ス

応
募
く
だ
さ
い

骨
髄
移
植
が
必
要
で
す

骨
髄
の
登
録
は
▼
毎
週
木
曜
日

◆
作
品
規
定
図
案
に
は
「
国

勢
調
査
」
「
平
成
７
年
」

「
扣
月
１
日
」
『
総
務
庁

統
計
局
』
の
文
字
を
必
ず

盛
り
込
む
こ
と
。

◆
締
切
５
月
嘔
日
剛
ま
で
。

◆
応
募
上
の
注
意
作
品
の
裏

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

（
祝
祭
日
は
除
く
）
の
午

前
９
時
か
ら
皿
時
ま
で

◆
登
録
受
付
場
所
日
立
保
健

所
…
日
立
市
助
川
町
２
１

６
１
５

●
日
立
保
健
所
衛
生
課

丑
０
２
９
４
１
亜
’
４
１
８
８

ー

夕
ｌ
図
案
に

な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
を
明
記
の
こ
と
。

小
・
中
学
生
は
、
学
校

名
・
所
在
地
・
電
話
番
号
、

学
年
も
記
入
の
こ
と
。

◆
応
募
・
問
合
先
壺
血
東
京

都
新
宿
区
若
松
町
旧
ｌ
ｌ

総
務
庁
統
計
局
統
計
調
査

部
国
勢
統
計
課
「
平
成
７

年
国
勢
調
査
ポ
ス
タ
ー
図

案
募
集
担
当
」
宛
ａ
的
Ｉ

５
２
７
３
１
１
１
５
４

今
、
弱
か
国
に
約
２
，
２
０

０
人
（
う
ち
茨
城
県
か
ら
は
弼

人
）
の
青
年
男
女
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

◆
資
格
加
歳
以
上
測
歳
ま
で

の
日
本
国
籍
を
持
つ
心
身

と
も
に
健
康
な
青
年
男
女
。

吉
年
海
外
協
力
隊
員

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
く
だ
さ
い

ー'

は
▼
２
年
間

〃ヘ
●

綴
健康のために

いかがですか

壷潟｢ﾏズﾙｶ』

◆
開
放
期
間
４
月
７
日
園
か

ら
略
日
岡
の
、
日
間
。
午

前
９
時
鋤
分
か
ら
午
後
４

時
ま
で
。

◆
開
放
区
域
構
内
入
り
口
か

ら
事
務
棟
付
近
ま
で
の
桜

並
木
道
と
芝
生
地
。

◆
注
意
事
項

・
お
酒
類
、
カ
ラ
オ
ケ
は
ご

◆
募
集
人
数
約
１
６
０
職
種

に
約
１
，
０
０
０
人
。

◆
派
遣
前
訓
練
約
帥
日
間

◆
派
遣
期
間
２
年
間

◆
募
集
期
間
４
月
晦
日
出

か
ら
５
月
別
日
㈱

●
茨
城
県
福
祉
部
女
性
青
少
年
課

恋
０
２
９
２
１
劃
１
８
１
１
１

約
２
８
０
本
の
桜
を

Ｋ
Ｄ
Ｄ
の
構
内
開
放
は

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

世界中の音楽に合わせ

て、みんなで楽しく体を

動かしてみませんか。

＊水曜コース （月2回）

午後1時30分から3時

遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
構
内
は
禁
煙
。
喫
煙
は
、

衛
星
通
信
館
内
だ
け
で
す
。

・
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
相
乗
り
で
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
広

報
課
狂
餌
１
６
１
２
９

＊募集の説明会＊

時間は午後6時30分から8時30分まで
▼
４
月
旧
日
日
ま
で

30分

*木曜コース （月4回）

午前10時から12時

＊ところ市民センター

＊問合先

大高和江さん窓22-5875

大和田絹江さん恋23-7677
● ●

4月19日(水）

5月22日（月）

15

5
7日

28日

ヨ
ー

【＝．

「＝

二土

型
一
生
〈

下手綱恋24-1212

高戸盃23-3113

十王町盆32-3266

東本町恋22-3512

安良川B23-2318

シ弐
一□

4月27日(木）

説明会場

日立シビックセンター

日立市幸町1-21-1



市政ﾓﾆﾀｰを募集中／
公職を持たない人で市政モニター未経験の人｡

ｱｲパﾝｸに登録を4
アイバンクへの登録とは、 「目の不自騨蕊班鍛ために、
死後の自分の角膜を提供してもよい」ど蕊蕊撫が、そ

の意志を登録しておくことです。登録手続きは、専用

のハガキで行いますので、次のところへ連絡ください。

◆（財）茨城県アイバンク…盆0292-24-7007

◆茨城県衛生部薬務課………念0292-24-0059

◆対象公職を持たない人で市政モニ

◆募集人員 17人｡

◆任期委嘱の日から平成9年3月ま

◆主な仕事市への提言や要望、会議

◆応募方法電話で秘書課（内線252）

Ⅲ ﾘ11|

:蕊、で剛|｜
の出1

へ”姥謹篝＝
琴一三二

一三三＝
－＝

◆締切り｡r=4月20日嗣

垂月〃日出化会館ガイド ★

＊開演時間午前10時と

午後1時

＊入場料 大人1,000円

小人700I'｣

（当日券は、各200円増）

恋23-7411

第1回名画鑑賞会
ｰ

一一壼雰〒： ．悪諏蕪蕊蕪毒～

のび太の創世日記⑧

2112年ドラえもん誕生糠錘 蕊
西山公園を中心に、観光写真

のだて

撮影会や市民芸能祭、野点茶

会などの催し物がいっぱい1

◇とき 4月16日(日)まで
◇詳しくは常陸太田市役所へ。

a0294-72－3111

高萩インター店

川上かねこ （十王

ﾐｰ言司

別
田所書店仲屋書店Yショップサカモト

ニティストア上烏名ねもと 。高浜やおけん

アノマート(磯原） 文化会館

チケット
のおもとめは

．

☆まちのなかの行事☆／
、

4月161=I (日）

4月23IJ(H)

4月28日（金）

5月3日(水)～5日（金）

5月12日（金）～14日（日）
、ｰ

公開番組収録BS歌謡塾「あなたが一番」…文化会館

第7回高萩市民吹奏楽団定期演奏会…文化会館

公民館学級講座合同開講式…文化会館

第21回高萩国際交流の集い

第8回春の山野草展…文化会館
ノ

|“ ’
壼窪霊壺零蓉､霧霧烹毒弓手国壼～＝

蝋いパー挙毒 I

、

／ガラスエ房に加えて野外炊飯

場やスーパースライダー、 ク

ーライミングネットなどが茜平

4月1日付けの市役所人事異動です。

〈部長〉 〈課長補佐＞

＊市長公室参事兼企画開発課長 ＊建設部建設課長補佐兼管理係長

…下ll|田正弘 …鈴木修司

＊総務部参事兼税務課長………松島巧一 ＊総務部税務課長補佐兼管理徴収係長

*建設部参事兼区画整理課長･ ･ ･…星幸一 …小野清二

＊市長公室参事（多賀地方農業共済事務 ＊総務部税務課長補佐兼固定資産税係長

組合事務局長）…………………大津一 …荒川要司

〈課長〉 ＊議会事務局次長兼議事係長…佐川俊幸
*建設部都市計画課長…………鈴木勝一 〈係長＞

*市長公室副参事……･…･ ･………棚谷稔 ＊市長公室企画開発課開発係長

*市長公室副参事（北部衛生センター場 …下山田幸

長） ・…………･………“…･…･三浦正雄 ＊会計課出納係長．…･…･…佐々木敏三郎

*会計課副参事兼用度係長……豊田雅光 ＊高萩市・十王町事務組合係長…熊田恒男

*農業委員会事務局次長………伊朧平樹 ＊日立・高萩・十王広域下水道組合係長

*学校教育課長･…………………鈴木秀昭 …鈴木一司

＊松岡幼稚園教頭…･………･…長坂宏子

3月31日付けの退職職員です。

地区に完成。自然に包まれた

なかで家族でお楽しみを！

＊ガラスエ房

1人 200111 1

＊野外炊飯場

’ 高校生以ド'00円’
＊スーパースライダー

大人 200円
1人1回の使用料

高校生以下100円

◇詳しくは…

ガラスエ房

青少年の家

＊小澤IE敬（農業委員会参事）

＊高久和行（市長公室付課長補佐）

＊大高浩子（教育委員会学校教育課）

＊大都紀子（松岡幼稚園）

＊齋藤喜美子（学校給食センター）ｎ
Ｖ
１
１

行
０
頁
Ｊ

Ｅ
Ｊ
ワ
ム

ハ
０
？
］

ワ
ム
ク
ム

イ
４
４
４

恋
恋
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スタジオ使用料 1人2，00()円

研修室使用鵬’

展示室入場料
大人 30()円

高校生以ド100''1

用料
大人 2()0円
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毒- ＝
青少年の非行防止

昨年は、いじめの問題や自殺な

どが報道され、だれもが真剣に考

えさせられた年となりました。

そこで、今月号から12回にわた

り、高萩市青少年センターの活動

を通して、子どもたちを取り巻く

身
体
に
障
害
を
持
っ
て
い
る
み
な

さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ

で
す
か
。

五
月
一
二
日
㈲
に
は
里
美
村
村
民

運
動
公
園
で
県
北
地
域
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、

近
隣
市
町
村
の
障
害
者
の
み
な
さ
ん

が
、
と
も
に
汗
を
流
し
語
り
合
い
、

障
害
者
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
開
催

さ
れ
る
も
の
で
、
車
椅
子
競
争
や
輪

投
げ
、
ゲ
ー
ト
通
し
競
争
な
ど
障
害

圓世
一の一一

窓
障害者のためのスポーツ大会

福祉事務所内線353

環境や非行の'…どを紹介していきます。
の
程
度
に
合
わ
せ
た
競
技
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
競
技
種
目
と

合
わ
せ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目

も
数
多
く
組
み
入
れ
ら
れ
て
、
一
日

を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す

本
市
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
協

議
会
や
視
覚
障
害
者
福
祉
協
議
会
を

中
心
に
四
○
人
の
み
な
さ
ん
が
参
加

す
る
予
定
で
、
県
北
地
区
で
は
総
勢

約
四
○
○
人
の
参
加
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

市には、青少年に関する係とし

て高萩市青少年センターがありま

す。その実践活動の中心になる組

織が、高萩市青少年相談貝協議会

(50人） と特別青少年相談貝(1

人）です。この組織が、小学生か

ら高校生までの青少年の非行防止

や健全育成のための環境づくりや

浄化活動をしています。さらに学

校や警察署などと連携しながら各

種事業を進めています。

また、昭和40年に設置された高

萩市青少年問題協議会では、青少

年の保護や矯正も含めて、全体的

な調査や審議にあたっています◎

会の会長は市長があたり、 20人の

委員で構成されています。昨年度

は、いじめやビニ本などの自動販

売機、テレフォンクラブなどの問

題について話し合われました。

これらの組織とともに家庭や地

域のみなさんとの連携が大切です。

あいさつや会話を通して、 日ごろ

から子どもたちの行動や変化に注

意を払いたいものです。

今高萩市で開催されたときの大会のようす
ー

’

==JJ鍾鍵

『'亜U、

言同

薗餐窪塞血基辱
高
萩
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
測
１
１
３
１

１

｢ ~－－7r、

＝ご蝋
一

保険料の申請免除

津
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
免

除
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
法
定
免
除
（
法
律
に
よ
り

納
付
が
免
除
さ
れ
る
）
と
申
請
免

除
で
す
。
あ
な
た
の
場
合
は
、
申

請
免
除
に
な
り
ま
す
か
ら
、
次
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

①
世
帯
主
や
配
偶
者
、
加
入
者
の

い
ず
れ
に
も
所
得
税
が
か
か
っ

て
い
な
い
人
は
、
承
認
さ
れ
ま

す
。
国
民
年
金
の
場
合
は
、
世

帯
全
体
の
所
得
か
ら
判
断
し
ま

す
の
で
、
加
入
者
の
う
ち
一
人

だ
け
が
所
得
が
少
な
く
、
世
帯

員
に
相
当
額
の
収
入
が
あ
る
場

合
な
ど
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
次
に
、
所
得
税
な
ど
が
か
か
っ

国
民
年
金
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
収
入
が
少
な
く

納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
「
免
除
」
を
受
け
た
い
の
で
す

が
…
．

’

ー

免
除
の
受
け
付
け
は
、
随
時
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
お
持

の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雌
戦

て
い
て
も
承
認
に
な
る
場

合
で
、
判
断
の
基
準
は
、

失
業
や
倒
産
、
離
婚
、
多

額
の
医
療
費
や
風
水
害
、

不
作
な
ど
に
よ
る
収
入
減

の
場
合
で
す
。
こ
れ
を
数
角

値
計
算
と
い
い
ま
す
。
前
年
度

の
申
告
額
が
数
値
の
基
準
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
告
は
必
ず
済

ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
さ

ら
に
、
現
在
の
事
情
も
お
聞
き

し
ま
す
の
で
、
ど
の
く
ら
い
の

出
費
で
収
入
減
に
な
っ
た
の
か

つ
か
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

燕舌万万漕乞
善意減 保険年金課恋23-2111内線232

＊社会福祉協議会へ

（香典返しの一部）

．柴田耕司さん（高戸・ 100,000円）

・神永俊雄さん兄弟一同（安良川・

100,000円…内50,000円は安良川

支部へ）

・滝健一さん（上手綱･ 100,000円）

・下村哲さん（大和町・ 100,000円）

・田崎貞子さん(高浜町･100,000円）

・野中嘉明さん(安良川･100,000円）

・東京電力㈱高萩営業所（交通安全

セイフティハンド393人分）

・高萩地区交通安全協会（交通安全

腕章と下敷き393人分）

＊松岡地区公民館へ

・高齢者大学4年生一同(音響機器）

・作山榮一さん（上手綱・花瓶と花

台）

(安良川支部へ）

共有地権者会(50,000円）

＊生涯学習推進のために

・作山榮一さん(上手綱･200,000円）

＊小学1年生への入学お祝い

・茨城ひたち農業協|可組合（交通安

全I】冒子393人分）

蹴り物唯協う
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蕊
本格的な桜の季節を前に、高萩さくらとみどりの会では、

桜に被害を与えているテングス病の防除を行いました。テ

ングス病は、小枝がほうき状に密生し花が咲かなくなる病

害で、防除は病害のある枝を切除する作業となりました。

また、 ｜司会では、終戦50年の平和を記念して松岡児童公|藁I

し市政を聞く新春放談3月15日（水）
（社)高萩青年会議所では、 「人と環境が共生する

都市高萩」というテーマを掲げて、各種イベントや

事業を進めています。 ｜司会議所では、市の考えてい

る施策や進むべき方向などについて学び、 これから

の具体的な活動を進めるための指標とするため、大

久保市長を講師に招いて新春放談を開きました。

や朝香公|童|な

ｰを植えました
ど市内4か所に合わせて45本のソメイヨシノ

露龍
際
隠
駆
堂
降
晴
珂
團
正
斗

而
霜
舗
蛎
）
＊
生
涯
学
習
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
す
べ
て
の
み
な
さ

に
Ｌ

‐
し
別
前
累
で
、
Ｅ
蟹
－
７
凡
与
］
寺
っ
こ
ヨ
Ｅ
０
ま
舌
功
Ｄ
手
－
し
一
で
す
。

罐離警灘

ff"簿■JFi輕認簿
典欝¥. ,､.":、 , 〔､､ .? . 、 ､ 、 : ”薯､ ‘ 欝

蝿錘

'し同仁会乳児院で避難訓練3月5日（日）
乳児院では、秋山の第5消防分団20人の協力で、

夜間保育時の災害発生を想定した避難や初期消火の

訂||練を行いました。 「迅速な救助活動には施設の間

取りの把握も大切」 と団長の弓野義治さん。 「乳幼

児の命を守るには、地域の人の協力がとても大事」

と同院では、団員の誘導に従って行動していました。

高萩市国際交流協会では、食文化をと

おして匡l際理解を進めようと世界のグル

メ講座を開きました。当日は会員など25

人が参加して、市内に住んでいる仲西ミ

チコさんを講師に迎え、ブラジル料理の

フェイジョアダに挑戦。異国情緒豊かな

料理との出会いを楽しんでいました。

胡
一

ｊ
■
■
日
日
■

よ
て 環境皇の思いやり1

下水道く･ ≦使ろてますか？

です。家庭から出る排水は、水の汚れの原因の

パーセントを占めています。特に台所の排水は、

約40パーセントとなり、水質汚濁の原因となつ

るのです。下水道が普及しているのに使用して

いのが約2, 100世帯もあります。下水道の普及

いる地域、特に市街地のみなさんは、早く家庭

水管を下水道につないでください。

＊日立・高萩・十王広域

下水道組合盆32-5595

18



i識…

●●●●

1

0

柾
爬
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肥

菅

に

三

~琴

I我妻保子さん（高萩）

勝田全国マラソン大会をはじめ各種大会で好成績

を収めている我妻さんが、 4月17日（月）にアメリ

カ合衆国で開催されるボストンマラソンへの派遣選

手に選ばれました｡この大会出場は2度目。 2年前

には、ハワイのホノルルマラソンに出場するなど、

活躍の場は海外にも広がっている我妻さんです｡｢勝

田大会は、毎回自己ベストを更新していますので、

ボストンでも今の自己ベスト2時間54分55秒を更新

することが目標です」と、仕事が終わってから猛練

習に取り組んでいます。派遣選手には、 日本加工製

紙㈱高萩工場に勤務していた小野正人さんも加わっ

ています。みなさんも応援してください。

1

レダンプ7台分のゴミを回収3月12日旧）
自分たちにできることから住みよい環境づくりを

進めようと、上手綱の社会福祉協議会の下・北・南

組支部では、定期的に清掃活動をしています。この

日は、年一回の支部合同での道路クリーン作戦が行

われ、約1時間の活動で、空き缶や紙くずなどのゴ

ミをダンプ7台分回収しました。

ー

第1回茨城県ターケット

バードゴルフ選手権大会

シニアの部で優勝 Ｉ
式
孤
）
，
字
恥
譲
騨
逸
詮
舞
ど
↓
訂
黙
読
墨
書
試
謡
。

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
歩
‐
’
’
一
ラ
イ
フ
ロ
ン
グ
イ
ン
｜
了
に
、
，
り

Ｆ
ｒ
」
「
人
生
は
重
き
荷
を
背
負
い
て
歩
む
が
ご
と
し
」
と
生
涯
学
課
は
、
Ｌ
ｉ
ｌ
ｆ
・
・
鴬
－
‐
〆
匝
か

テ
グ
レ
イ
テ
ツ
ド
ラ
ー
ニ
ン
グ

点
愁
騨
難
戦
侭
群
誌
熟
灘
灘
鋸

一
Ｉ

鐵慨
らは高齢者大学や蓬莱会の愛好者10人が参加しまし

た。県内初の大会で優勝という偉業を成し遂げた畠

山さんは、 「この競技は、 まだ始まったばかりの

ニュースポーツ。昔ゴルフをやっていたのでその感

覚で楽しむようになった。ホールインするときのス

リルが何ともいえないですね」 と話しています。

このターゲットバードゴルフは、子どもから大人

まで幅広く楽しむことができます。また、市内には

クラブもありますので、気軽に参加してみてはいか

がですか。

＊ターゲットバードゴルフクラブ

.練習日 ：毎月2回（土曜日の午後）

・場所：大心苑コース

・連絡先: l11口猛さん（高萩)"22-4865

蕊
●

湿墓_壬_嘘 一一
そ
の
木
の
物
語
を
『
お
木
に
い
り
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
…
ヒ
ロ

ｋ
〃
る
思
い
を
込
め
て
植
え
ら
れ
た
木
、

代
々
受
け
継
が
れ
た
い
わ
れ
の
あ
る
木
…

そ
の
時
々
の
人
々
の
思
い
が
年
輪
に
刻
ま

れ
て
、
高
く
、
太
く
伸
び
て
い
る
木
が
、

み
な
さ
ん
の
周
囲
に
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う

無
帆
面
を
一
新
し
ま
し
た
。
レ
イ
ア
ウ
ト

は
、
書
い
て
は
消
し
の
連
続
で
、
新
し
い

消
し
ゴ
ム
を
使
い
切
る
ほ
ど
の
作
業
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
／
昨
年
の

五
月
号
か
ら
担
当
し
て
丸
一
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ョ
ロ
シ
ク
。
茂
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RIRDS
－， 胃糊蕪
景。

戸が聰きえる
小烏たちのうた

SDNG

喜

『

霧
罰唱盤

蝿
発
行
／
平
成
七
年
四
月
五
日
灘
編
集
／
茨
城
県
高
萩
市
役
所
市
長
公
室
秘
耆
課

の
疑
い
・
ろ
や
ど
。

里

ひつし

撮影：菊地一六二さん(春日町）

「どうしても空中にとどまっ

ている姿を撮りたかった。何時

間も待って、撮った写真です」

■平成7年2月24日石滝地内で撮影

高
萩
高
等
学
校
か
ら
見
た
ま
ち
並
み
と
桜

水辺に舞う青色の嶌

力ワセミ
リゆうちよう

（留鳥）

《縦

川や池などの水辺で一年中見

られるカワセミは、背中が水色、

頭と翼が青緑魚の大変美しい鳥
です。水辺の杭や石の上に止ま

り、 じっと水面を見つめ、水面

近くに姿を見せた小魚を水中に

突っ込んで捕えます。ヘリコプ

ターのように空中にとと、まり、

急降下して捕えることもよく見

られます。

自然環境の破壊などで、その

姿が見られなくなったときもあ

りましたが、近年では市街地の

川や池でもよく見られるように

なってきています。また、崖な

どに穴を掘り、巣をつくってい

ます。市内での繁殖は、 8月中

旬までにもおよび、県内では最

も遅くまでヒナを育てています，

文：矢吹勉さん（石滝）

印
刷

雌
枝
印
刷

｜
さ
一

街
。
の
．
彩
・一
桜

、プ

’ 《~豆

たんしよう

丹生神社の棒ささら（下手綱）、
Ｉ
‐
寵

人
圃關開園

四
）
、
ぐ
区

、
皇 垂

れ
た
目
は
か
わ
い
ら
し
い

が
、
突
き
出
た
大
き
な
鼻
や
口
、

頭
か
ら
腰
ま
で
続
く
黒
い
た
て

き

ば

が
み
と
な
る
と
、
突
然
、
牙
を

む
い
て
か
み
つ
か
れ
そ
う
。
病

気
や
災
い
を
払
う
霊
獣
と
信
じ

ら
れ
た
獅
子
の
演
舞
が
、
さ
さ

ら
保
存
会
に
よ
り
昭
和
五
七
年

に
復
活
し
ま
し
た
。
四
月
一
六

日
日
の
神
社
の
祭
礼
に
見
せ
る

一
一
一
匹
の
獅
子
舞
い
は
、
江
戸
時

代
へ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
す
。

平成7年3月

・人口35，

男 17，

女 17,957人（-20）

世帯数11 ,380世帯（－2）

※（ ） は前月との比較です‘

お聡子を演奏する丹生ささら

保存会のみなさん｡｡｡昨年の祭

礼から。
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